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のり遊びをしていると… 

「魚釣り作りたい！」と釣竿を作り始め

た J くん。どんな風に遊びが始まるのか

な？ 

J くんの遊びを追ってみました。 

長く繋げた先を折り曲げて釣り針

のような形に。 

「これで魚が釣れるんだよ」と秘

密を教えてくれました。 

指先と釣竿の先に集中して… 

白い棚を境に海が広がっているよう

です         

どの魚が釣れるかな？形や大きさ、

少し浮いていて釣りやすいもの、よ

ーく見ていました。 

何回やっても魚が釣れずこの表情。 

いつもなら諦めてしまうけれど、この日は

絶対釣りたい！！ 

魚がかかると逃げないように

そーっと釣り上げる J くん。早

く釣りたい、でも逃げちゃうか

も…嬉しさと緊張が混ざる瞬

間です。 

「やったーーー！！」 

やっと釣れた魚。嬉しさが爆発します！ 

隣りで見ていたHちゃんも思わずニッコ

リ。 

J くんから始まった魚釣り。最初はそれぞれのイメージで遊

んでいましたが、次第に遊びを共有して楽しみ、喜ぶ時間が

生まれました。 

保育士が間に入らなくても子ども同士で遊びを広げられ

る、イメージを共有できる、友だちを励ましできたことを認

め合う。その気持ちに成長を感じると共に、これからも子ど

も達の興味に寄り添っていきたいと思います。 


